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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料, vi ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, vii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わるネットワーク管理者
を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

Cisco Nexus 9000 シリーズスイッチの関連資料
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps13386/tsd_products_support_series_home.html[英語]
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html [英語]から入手でき
ます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章では、『Cisco Nexus 9000シリーズラベルスイッチングコンフィギュレーションガイド
リリース 7.x』に記載されている新機能および変更された機能に関するリリース固有の情報につ
いて説明します。

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、『Cisco Nexus 9000シリーズラベルスイッチングコンフィギュレーションガイドリ
リース7.x』に記載されている新機能および変更機能をまとめたものです。それぞれの説明が記載
されている箇所も併記されています。

表 1：NX-OS リリース 7.x の新機能および変更された機能

参照先変更された

リリース

説明機能

セグメントルーティング

の設定, （19ページ）
7.0(3)I3(1)この機能が導入されました。セグメントルーティン

グ

スタティックMPLSの設
定, （3ページ）

7.0(3)I3(1)mpls ip staticコマンドが、イ
ンターフェイスでMPLSをイ
ネーブルにする mpls ip
forwardingコマンドに置き換
えられました。

スタティックMPLS

スタティックMPLSの設
定, （3ページ）

7.0(3)I2(1)この機能が導入されました。スタティックMPLS
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第 2 章

スタティック MPLS の設定

この章では、スタティックマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）の設定方法につい
て説明します。

• スタティックMPLSについて, 3 ページ

• スタティックMPLSのライセンス要件, 6 ページ

• スタティックMPLSの前提条件, 6 ページ

• スタティックMPLSの注意事項および制限事項, 7 ページ

• スタティックMPLSの設定, 8 ページ

• スタティックMPLSの設定の確認, 12 ページ

• スタティックMPLS統計情報の表示, 14 ページ

• スタティックMPLS統計情報のクリア, 15 ページ

• スタティックMPLSの設定例, 16 ページ

• その他の参考資料, 17 ページ

スタティック MPLS について
通常、ラベルスイッチングルータ（LSR）はパケットのラベルスイッチングに使用するためのラ
ベルを動的に学習するために、ラベル配布プロトコルを使用します。このようなプロトコルの例

には、次のものがあります。

• Label Distribution Protocol（LDP）。ラベルをネットワークアドレスにバインドするのに使用
される、Internet Engineering Task Force（IETF）標準です。

• ResourceReservation Protocol（RSVP）。トラフィックエンジニアリング（TE）のラベル配布
に使用されます。

• Border Gateway Protocol（BGP）。MPLSバーチャルプライベートネットワーク（VPN）の
ラベル配布に使用されます。
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学習したラベルをパケットのラベルスイッチングに使用するために、LSRは、そのラベルをラベ
ル転送情報ベース（LFIB）にインストールします。

スタティックMPLS機能では、次の要素を静的に設定することができます。

•ラベルと IPv4/IPv6プレフィックス間のバインディング

•ラベルと IPv4/IPv6プレフィックス間のバインディングに対応するアクション（ラベルのス
ワップまたはポップ）

• LFIB相互接続エントリの内容

ラベルのスイッチとポップ

ラベル付きパケットがMPLSドメインを経由する際に、各ホップでラベルスタックの最も外側の
ラベルが調べられます。ラベルの内容により、スワップまたはポップ（ディスポーズ）のいずれ

かの操作がラベルスタックに対して実行されます。転送の決定は、パケットヘッダー内のラベ

ルのMPLSテーブル検索によって行われます。ネットワークを介したパケットの送信中にパケッ
トヘッダーを再評価する必要はありません。ラベルは固定長の値であり、構造化されていないた

め、MPLS転送テーブル検索プロセスは簡単かつ高速です。

スワップ操作では、ラベルが新しいラベルに取り換えられて、パケットは着信ラベルによって決

定されたネクストホップに転送されます。

ポップ操作では、ラベルがパケットから削除されて、その下にある内側のラベルが表れます。

ポップされたラベルがラベルスタックの最後のラベルである場合、パケットはMPLSドメインの
外部へ転送されます。通常、このプロセスは出力 LSRで行われます。アグリゲータのプライマ
リリンクで障害が発生すると、MPLSトラフィックはバックアップリンクに再ルーティングさ
れ、最終的にスワップ操作が行われることになります。
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スタティック MPLS トポロジ
以下の図は、スタティックMPLS送信元ルーティングトポロジを示しています。アクセスノー
ドはスワップ操作を実行します。集約ノードはプライマリパスに対してはポップ操作を実行し、

バックアップパスに対してはスワップ操作を実行します。

図 1：スタティック MPLS トポロジ

スタティック MPLS の利点
•ラベルと IPv4/IPv6プレフィックス間のスタティックバインディングは、LDPラベル配布を
実装しないネイバールータからMPLSホップバイホップ転送をサポートするよう設定できま
す。

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ラベルスイッチングコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
5

スタティック MPLS の設定
スタティック MPLS トポロジ



•スタティック相互接続は、ネイバールータが LDPまたは RSVPラベル配布のいずれも実装
しないが、MPLS転送パスを実装する場合にMPLSラベルスイッチドパス（LSP）ミッドポ
イントをサポートするよう設定できます。

スタティック MPLS のハイアベイラビリティ
Cisco Nexus 9500シリーズスイッチは、スタティックMPLSのステートフルスイッチオーバー
（SSO）をサポートしています。 SSOの完了後、スタティックMPLSは前の状態に戻ります。

スタティックMPLSはSSO処理中のゼロトラフィック損失をサポートします。MPLSスタティッ
ク再起動はサポートされません。

Cisco Nexus 9300シリーズスイッチは SSOをサポートしていません。（注）

スタティック MPLS のライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

スタティックMPLSにライセンスは不要です。ライセンスパッケージに含まれて
いない機能は nx-osイメージにバンドルされており、無料で提供されます。 Cisco
NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照
してください。

Cisco
NX-OS

スタティック MPLS の前提条件
スタティックMPLSには次の前提条件があります。

• hardware access-list tcam region mpls 256コマンドを使用してMPLSの ACL TCAMリージョ
ンのサイズを設定し、その設定を保存してからスイッチをリロードする必要があります。詳

細については、「ACL TCAMリージョンサイズの設定」を参照してください。

デフォルトでは、MPLSのリージョンサイズはゼロです。スタティックMPLS
をサポートするには、このリージョンを 256に設定する必要があります。

（注）
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スタティック MPLS の注意事項および制限事項
スタティックMPLSに関する注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•スタティックMPLS、MPLSセグメントルーティング、およびMPLSストリッピングを同時
にイネーブルにすることはできません。

•等コストマルチパス（ECMP）は、ラベルポップではサポートされません。

•ラベルのポップ操作およびスワップ操作はサポートされますが、ラベルのプッシュ操作はサ
ポートされません。

• MPLSパケットは、入力ラベルが設定済みラベルと一致し、設定されているFEC（プレフィッ
クス）がルーティングテーブルに含まれている場合にのみ転送されます。

•通常、デバイスはラベルスイッチングルータ（LSR）として動作します。MPLSタグ付きパ
ケットの最も外側のラベルが LSRで削除されてからパケットが隣接 LERに渡された場合、
デバイスは最後から 2番目のホップでのポッピング（PHP）に対してのみラベルエッジルー
タ（LER）として動作します。

•スタティックMPLSがサポートするラベルの数は、最大 128です。

•バックアップパスは、単一の隣接関係でのみサポートされます。ECMPではサポートされま
せん。

• Cisco Nexus 9300シリーズスイッチはバックアップパス Fast Reroute（FRR）サブセカンド
コンバージェンスをサポートしますが、Cisco Nexus 9500シリーズスイッチがサポートする
バックアップパス FRRコンバージェンスは制限されています。

•ほとんどのMPLSコマンドの出力は、XMLまたは JSON形式で生成できます。例について
は、スタティックMPLSの設定の確認, （12ページ）を参照してください。

• VRF、vPC、FEX、および VXLANは、スタティックMPLSでサポートされません。

•サブインターフェイスは、スタティックMPLSでサポートされません。

• ForwardingEquivalenceClass（FEC）は、ルーティングテーブルのルートと完全一致する必要
があります。

•スタティックMPLSはイネーブルになっており、X9536PQ、X9564PX、および X9564TXラ
インカードやM12PQ汎用拡張モジュール（GEM）でディセーブルにすることはできませ
ん。

• FastReroute（FRR）（バックアップ）を設定するときにバックアップ設定のネクストホップ
プレフィックスとして指定できるのは、接続されたネクストホップだけです（再帰ネクスト

ホップは指定できません）。

•複数の FECがバックアップ（同じネクストホップとインターフェイス）を共有している場
合、バックアップ設定を変更するには、そのバックアップ設定を共有している他のすべての

FECを再設定する必要があります。
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•バックアップパスがアクティブな場合、showmpls switching labelsコマンドは出力ラベル/出
力インターフェイス/ネクストホップおよび関連する統計情報を表示しません。統計情報は、
show forwarding mpls labellabelstats platformコマンドで表示できます。

•トラフィックがデフォルト以外のユニットで入力または出力される場合（デフォルトユニッ
トが unit0の場合）、対応する ULIB統計情報は show mpls switching labelslow-label-value
[high-label-value]detailコマンドの出力に表示されません。統計情報は、show forwardingmpls
labellabelstats platformコマンドで表示できます。

•バックアップパスとプライマリパスが同じインターフェイスを参照している場合、バック
アップアクションのスワップが優先されます。

•物理（イーサネット）と Poは、バックアップでのみサポートされます。

スタティック MPLS の設定

スタティック MPLS のイネーブル化
MPLSスタティックラベルを設定するには、その前に、MPLS機能セットをインストールしてイ
ネーブルにしてからMPLSスタティック機能をイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] install feature-set mpls
3. [no] feature-set mpls
4. [no] feature mpls static
5. （任意） show feature-set
6. （任意） show feature | inc mpls_static

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MPLS機能セットをインストールします。このコマ
ンドの no形式を使用すると、MPLS機能セットがア
ンインストールされます。

[no] install feature-set mpls

例：
switch(config)# install feature-set mpls

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

MPLSフィーチャセットをイネーブルにします。こ
のコマンドの no形式を使用すると、MPLS機能セッ
トがディセーブルになります。

[no] feature-set mpls

例：
switch(config)# feature-set mpls

ステップ 3   

スタティックMPLS機能をイネーブルにします。こ
のコマンドの no形式を使用すると、スタティック
MPLS機能がディセーブルになります。

[no] feature mpls static

例：
switch(config)# feature mpls static

ステップ 4   

（任意）

MPLS機能セットのステータスを表示します。
show feature-set

例：
switch(config)# show feature-set
Feature Set Name ID State

ステップ 5   

-------------------- -------- --------
mpls 4 enabled

（任意）

スタティックMPLSのステータスを表示します。
show feature | inc mpls_static

例：
switch(config)# show feature | inc
mpls_static
mpls_static 1 enabled

ステップ 6   

静的に割り当てるラベルの予約

静的に割り当てるラベルを予約して、これらのラベルが動的に割り当てられないようにすること

ができます。

はじめる前に

スタティックMPLS機能がイネーブルであることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] mpls label rangemin-value max-value [staticmin-static-value max-static-value]
3. （任意） show mpls label range
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

スタティックラベル割り当てに使用する一連のラ

ベルを予約します。

[no] mpls label rangemin-value max-value
[staticmin-static-value max-static-value]

例：
switch(config)# mpls label range 17 99 static
100 10000

ステップ 2   

最小値と最大値の範囲は 16～ 471804です。

（任意）

スタティックMPLSに設定されているラベル範囲
を表示します。

show mpls label range

例：
switch(config)# show mpls label range

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

スワップ操作とポップ操作を使用したスタティックラベルとプレフィッ

クスバインディングの設定

トップオブラック構成では、外側のラベルが指定された新しいラベルに交換（スワップ）されま

す。パケットは、その新しいラベルによって自動解決されたネクストホップアドレスに転送され

ます。

アグリゲータ構成では、外側のラベルが削除（ポップ）され、パケットは残りのラベルと一緒に

ネクストホップアドレスに転送されます。ポップ操作はプライマリパスで実行され、スワップ

操作はバックアップパスで実行されます。

はじめる前に

スタティックMPLS機能がイネーブルであることを確認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interfacetype slot/port
3. [no] mpls ip forwarding
4. mpls static configuration
5. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
6. local-labellocal-label-valueprefixdestination-prefix destination-prefix-mask
7. next-hop {auto-resolve | destination-ip-next-hopout-label implicit-null | backuplocal-egress-interface

destination-ip-next-hopout-labeloutput-label-value}
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したインターフェイスのインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetype slot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 2   

指定のインターフェイスでMPLSをイネーブルにしま
す。このコマンドの no形式を使用すると、指定のイン
ターフェイスでMPLSがディセーブルになります。

[no] mpls ip forwarding

例：
switch(config-if)# mpls ip forwarding

ステップ 3   

リリース 7.0(3)I3(1)より前の Cisco NX-OSで
は、mpls ip staticコマンドを使用して、指定
のインターフェイスでMPLSをイネーブルに
します。

（注）

MPLSスタティックグローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

mpls static configuration

例：
switch(config-if)# mpls static configuration
switch(config-mpls-static)#

ステップ 4   

指定の IPv4または IPv6アドレスファミリに対してグ
ローバルアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：
switch(config-mpls-static)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-mpls-static-af)#

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4または IPv6プレフィックスに対する着信ラベルの
スタティックバインディングを指定します。

local-labellocal-label-valueprefixdestination-prefix
destination-prefix-mask

例：
switch(config-mpls-static-af)# local-label
2000 prefix 1.255.200.0 255.255.255.25
switch(config-mpls-static-af-lbl)#

ステップ 6   

local-label-valueは、mpls label rangeコマンドで定義さ
れたスタティックMPLSラベルの範囲です。

ネクストホップを指定します。次のオプションを使用

できます。

next-hop {auto-resolve |
destination-ip-next-hopout-label implicit-null |
backuplocal-egress-interface
destination-ip-next-hopout-labeloutput-label-value}

ステップ 7   

• next-hopauto-resolve：ラベルのスワップ操作には、
このオプションを使用します。

例：
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop
auto-resolve

• next-hopdestination-ip-next-hopout-label implicit-null：
ラベルのポップ操作でのプライマリパスには、こ

のオプションを使用します。

• next-hop backuplocal-egress-interface
destination-ip-next-hopout-labeloutput-label-value：ラ
ベルのポップ操作でのバックアップパスには、こ

のオプションを使用します。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-mpls-static-af-lbl)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   

スタティック MPLS の設定の確認
スタティックMPLSの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

スタティックMPLSのステータスを表示しま
す。

show feature | inc mpls_static

MPLS機能セットのステータスを表示します。show feature-set

ユニキャストRouting InformationBase（RIB）内
のルートを表示します。

show ip route
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目的コマンド

スタティックMPLSに設定されているラベル範
囲を表示します。

show mpls label range

設定されているスタティックラベルまたはラベ

ルバインディングを表示します。

show mpls static binding {all | ipv4 | ipv6}

MPLSスイッチング情報を表示します。show mpls switching [detail]

以下に、show mpls static binding allコマンドの出力例を示します。
1.255.200.0/32: (vrf: default) Incoming label: 2000
Outgoing labels:

1.21.1.1 implicit-null
backup 1.24.1.1 2001

2000:1:255:201::1/128: (vrf: default) Incoming label: 3000
Outgoing labels:

2000:1111:2121:1111:1111:1111:1111:1 implicit-null
backup 2000:1:24:1::1 3001

以下に、show mpls switching detailコマンドの出力例を示します。
VRF default

IPv4 FEC
In-Label : 2000
Out-Label stack : Pop Label
FEC : 1.255.200.0/32
Out interface : Po21
Next hop : 1.21.1.1
Input traffic statistics : 0 packets, 0 bytes
Output statistics per label : 0 packets, 0 bytes
IPv6 FEC
In-Label : 3000
Out-Label stack : Pop Label
FEC : 2000:1:255:201::1/128
Out interface : port-channel21
Next hop : 2000:1111:2121:1111:1111:1111:1111:1
Input traffic statistics : 0 packets, 0 bytes
Output statistics per label : 0 packets, 0 bytes

以下に、show mpls switchingコマンドの標準、XML、および JSON形式の出力例を示します。こ
の例では、スイッチにスタティック IPv4プレフィックスが設定されています。
switch# show run mpls static | sec 'ipv4 unicast'
address-family ipv4 unicast
local-label 100 prefix 192.168.0.1 255.255.255.255 next-hop auto-resolve out-label 200

switch# show mpls switching
Legend:
(P)=Protected, (F)=FRR active, (*)=more labels in stack.
IPV4:
In-Label Out-Label FEC name Out-Interface Next-Hop

VRF default
100 200 192.168.0.1/32 Eth1/23 1.12.23.2

switch# show mpls switching | xml
<?xml version="1.0" encoding="ISO-8859-1"?> <nf:rpc-reply
xmlns:nf="urn:ietf:params:xml:ns:netconf:base:1.0"
xmlns="http://w

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ラベルスイッチングコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
13

スタティック MPLS の設定
スタティック MPLS の設定の確認



ww.cisco.com/nxos:1.0:ulib">
<nf:data>
<show>
<mpls>
<switching>
<__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd_labels>
<__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd_detail>
<__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd_vrf>
<__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd___readonly__>
<__readonly__>
<TABLE_vrf>
<ROW_vrf>
<vrf_name>default</vrf_name>
<TABLE_inlabel>
<ROW_inlabel>
<in_label>100</in_label>
<out_label_stack>200</out_label_stack>
<ipv4_prefix>192.168.0.1/32</ipv4_prefix>
<out_interface>Eth1/23</out_interface>
<ipv4_next_hop>1.12.23.2</ipv4_next_hop>
<nhlfe_p2p_flag> </nhlfe_p2p_flag>
</ROW_inlabel>
</TABLE_inlabel>
</ROW_vrf>
</TABLE_vrf>
</__readonly__>
</__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd___readonly__>
</__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd_vrf>
</__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd_detail>
</__XML__OPT_Cmd_ulib_show_switching_cmd_labels>
</switching>
</mpls>
</show>
</nf:data>
</nf:rpc-reply>
]]>]]>

switch# show mpls switching | json
{"TABLE_vrf": {"ROW_vrf": {"vrf_name": "default", "TABLE_inlabel":
{"ROW_inlabel
": {"in_label": "100", "out_label_stack": "200", "ipv4_prefix":
"192.168.0.1/32"
, "out_interface": "Eth1/23", "ipv4_next_hop": "1.12.23.2",
"nhlfe_p2p_flag": nu
ll}}}}}

スタティック MPLS 統計情報の表示
スタティックMPLS統計情報をモニタするには、次のいずれかのタスクを実行します。

目的コマンド

MPLS IPv4または IPv6隣接関係の統計情報を
表示します。

show forwarding [ipv6] adjacency mpls stats

MPLS転送パケットドロップの統計情報を表示
します。

show forwarding mpls drop-stats

等コストマルチパス（ECMP）のMPLS転送統
計情報を表示します。

show forwarding mpls ecmp [moduleslot |
platform]
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目的コマンド

MPLSラベル転送統計情報を表示します。show forwarding mpls labellabelstats [platform]

MPLS転送統計情報を表示します。show mpls forwarding statistics [interfacetype
slot/port]

MPLSラベルスイッチング統計情報を表示しま
す。ラベルの値の範囲は 0～ 524286です。

show mpls switching labelslow-label-value
[high-label-value] [detail]

以下に、show forwarding adjacency mpls statsコマンドの出力例を示します。

FEC next-hop interface tx packets tx bytes Label info
--------------- ---------- ---------- ----------- --------- ----------
1.255.200.0/32 1.21.1.1 Po21 87388 10836236 POP 3
1.255.200.0/32 1.24.1.1 Po24 0 0 SWAP 2001
switch(config)#
switch(config)# show forwarding mpls drop-stats

Dropped packets : 73454
Dropped bytes : 9399304

以下に、show forwarding ipv6 adjacency mpls statsコマンドの出力例を示します。

FEC next-hop interface tx packets tx bytes Label info
---------------------- -------------- ---------- ----------- --------- -----------
2000:1:255:201::1/128 2000:1.21.1.1 Po21 46604 5778896 POP 3
2000:1:255:201::1/128 2000:1:24:1::1 Po24 0 0 SWAP 3001

以下に、show forwarding mpls label 2000 statsコマンドの出力例を示します。
--------+-----------+-------------------+----------------+-------------+-------
Local |Prefix |FEC |Next-Hop |Interface |Out
Label |Table Id |(Prefix/Tunnel id) | | |Label
--------+-----------+-------------------+----------------+-------------+-------
2000 |0x1 |1.255.200.0/32 |1.21.1.1 |Po21 |Pop Label
HH: 100008, Refcount: 1
Input Pkts : 77129 Input Bytes : 9872512
Output Pkts: 77223 Output Bytes: 9575652

以下に、show mpls forwarding statisticsコマンドの出力例を示します。
MPLS software forwarding stats summary:

Packets/Bytes sent : 0/0
Packets/Bytes received : 0/0
Packets/Bytes forwarded : 0/0
Packets/Bytes originated : 0/0
Packets/Bytes consumed : 0/0
Packets/Bytes input dropped : 0/0
Packets/Bytes output dropped : 0/0

スタティック MPLS 統計情報のクリア
スタティックMPLS統計情報をクリアするには、次のタスクを実行します。
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目的コマンド

MPLS IPv4または IPv6隣接関係の統計情報を
クリアします。

clear forwarding [ipv6] adjacency mpls stats

MPLS転送パケットドロップの統計情報をクリ
アします。

clear forwarding mpls drop-stats

入力MPLS転送統計情報をクリアします。clear forwarding mpls stats

MPLS転送統計情報をクリアします。clear mpls forwarding statistics

MPLSスイッチングラベル統計情報をクリアし
ます。

clear mpls switching label statistics [interfacetype
slot/port]

スタティック MPLS の設定例
以下に、静的に割り当てるラベルを予約する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# mpls label range 17 99 static 100 10000
switch(config)# show mpls label range
Downstream Generic label region: Min/Max label: 17/99
Range for static labels: Min/Max Number: 100/10000

以下に、トップオブラック構成（スワップ設定）でMPLSスタティックラベルと IPv4プレフィッ
クスのバインディングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# interface ethernet 1/1

switch(config-if)# mpls ip forwarding
switch(config-if)# mpls static configuration
switch(config-mpls-static)# address-family ipv4 unicast
switch(config-mpls-static-af)# local-label 2000 prefix 1.255.200.0/32
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop auto-resolve out-label 2000

以下に、トップオブラック構成（スワップ設定）でMPLSスタティックラベルと IPv6プレフィッ
クスのバインディングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# interface ethernet 1/1

switch(config-if)# mpls ip forwarding
switch(config-if)# mpls static configuration
switch(config-mpls-static)# address-family ipv6 unicast
switch(config-mpls-static-af)# local-label 3001 prefix 2000:1:255:201::1/128
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop auto-resolve out-label 3001
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以下に、アグリゲータ構成（ポップ設定）でMPLSスタティックラベルと IPv4プレフィックス
のバインディングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# interface ethernet 1/1

switch(config-if)# mpls ip forwarding
switch(config-if)# mpls static configuration
switch(config-mpls-static)# address-family ipv4 unicast
switch(config-mpls-static-af)# local-label 2000 prefix 1.255.200.0/32
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop 1.31.1.1 out-label implicit-null
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop backup Po34 1.34.1.1 out-label 2000

以下に、アグリゲータ構成（ポップ設定）でMPLSスタティックラベルと IPv6プレフィックス
のバインディングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# interface ethernet 1/1

switch(config-if)# mpls ip forwarding
switch(config-if)# mpls static configuration
switch(config-mpls-static)# address-family ipv6 unicast
switch(config-mpls-static-af)# local-label 3001 prefix 2000:1:255:201::1/128
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop 2000:1:31:1::1 out-label implicit-null
switch(config-mpls-static-af-lbl)# next-hop backup Po34 2000:1:34:1::1 out-label 3001

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

IP ACLの設定MPLS TCAMリージョン
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第 3 章

セグメントルーティングの設定

この章では、セグメントルーティングの設定方法について説明します。

• セグメントルーティングについて, 19 ページ

• セグメントルーティングのライセンス要件, 21 ページ

• セグメントルーティングの注意事項および制約事項, 22 ページ

• セグメントルーティングの設定, 22 ページ

• セグメントルーティングの設定の確認, 29 ページ

• セグメントルーティングの設定例, 30 ページ

• その他の参考資料, 32 ページ

セグメントルーティングについて
セグメントルーティングとは、送信元ルーティングと同様に、パケットが辿るパスをパケット自

体にエンコードする手法のことです。ノードは制御された一連の命令（セグメントと呼ばれま

す）によってパケットをステアリングするために、パケットの前にセグメントルーティングヘッ

ダーを付加します。各セグメントを識別するセグメント ID（SID）は、フラットな32ビットの符
号なし整数からなります。

セグメントのサブクラスであるBorderGatewayProtocol（BGP）が、BGP転送命令を識別します。
プレフィックスセグメントは使用可能なすべての等コストマルチパス（ECMP）パスを使用し
て、宛先への最短パスに沿ってパケットをステアリングします。

セグメントルーティングのアーキテクチャは、MPLSデータプレーンに直接適用されます。

BGP プレフィックス SID
セグメントルーティングをサポートするためには、BGPが BGPプレフィックスのセグメント ID
（SID）をアドバタイズできなければなりません。 BGPプレフィックス SIDは、セグメントルー
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ティング BGPドメイン内で常にグローバルな IDであり、この SIDによって、BGPによって計算
されたECMP対応のベストパスでパケットを関連プレフィックスに転送するための命令が特定さ
れます。 BGPプレフィックス SIDは、BGPプレフィックスセグメントを識別します。

セグメントルーティンググローバルブロック

セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）とは、MPLSセグメントルーティングに
予約されたローカルラベルの範囲のことです。デフォルトのラベル範囲は 16000～ 23999です。

SRGBは、セグメントルーティングノードのローカルプロパティです。各ノードにはそれぞれ
に異なる SRGB値を設定できるため、BGPプレフィックスセグメントに関連付けられた絶対 SID
値はノードごとに異なる場合があります。

SRGBは、動的なラベル範囲の正しいサブセットである必要があり、オプションのMPLSスタ
ティックラベル範囲と重複することがあってはなりません。設定済みまたはデフォルトの SRGB
範囲内にある動的ラベルがすでに割り当てられている場合、その設定は承認されて、SRGB範囲
内にある既存の動的ラベルは元のクライアントに割り当てられたままになります。BGPルータが
これらのラベルのいずれかを割り当てようとすると、SRGBマッピングが失敗し、BGPルータは
動的ラベル割り当てに復帰します。 SRGB範囲を変更すると、新しい範囲の割り当てが可能であ
るかどうかに関わらず、クライアントはその範囲内のラベルの割り当てを解除します。

セグメントルーティングのハイアベイラビリティ

インサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）は、BGPグレートフルリスタートによって
最小限サポートされます。すべての状態（セグメントルーティング状態を含む）は、BGPルート
のピアから再学習する必要があります。グレースフルリスタートの処理中、前に学習されたルー

トとラベルの状態は保持されます。

BGP プレフィックス SID の導入例
以下の単純な例では、3台のルータのすべてが iBGPを実行して、互いにネットワーク層到達可能
性情報（NRLI）をアドバタイズします。また、ルータはそれぞれのループバックインターフェ
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イスをネクストホップとしてアドバタイズすることによって、ルータ 2.2.2.2とルータ 3.3.3.3間
に ECMPが提供されます。

図 2：BGP プレフィックス SID の単純な例

セグメントルーティングのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。
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ライセンス要件製品

セグメントルーティングにライセンスは不要です。ライセンスパッケージに含ま

れていない機能は nx-osイメージにバンドルされており、無料で提供されます。

BorderGatewayProtocol（BGP;ボーダーゲートウェイプロトコル）には、エンター
プライズサービスライセンスが必要です。 Cisco NX-OSライセンス方式の詳細
と、ライセンスの取得および適用の方法については、『CiscoNX-OSLicensingGuide』
を参照してください。

Cisco
NX-OS

セグメントルーティングの注意事項および制約事項
セグメントルーティングに関する注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•スタティックMPLS、MPLSセグメントルーティング、およびMPLS除去を同時にイネーブ
ルにすることはできません。

セグメントルーティングの設定

MPLS セグメントルーティングのイネーブル化
相互に排他的なMPLS機能（たとえば、スタティックMPLSなど）がイネーブルにされていない
限り、MPLSセグメントルーティングをイネーブルにできます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature mpls segment-routing
3. （任意） show running-config | inc 'feature mpls segment-routing'
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MPLSセグメントルーティング機能をイネーブルに
します。このコマンドの no形式を使用すると、

[no] feature mpls segment-routing

例：
switch(config)# feature mpls segment-routing

ステップ 2   

MPLSセグメントルーティング機能がディセーブル
になります。

（任意）

MPLSセグメントルーティング機能の状態を表示し
ます。

show running-config | inc 'feature mpls
segment-routing'

例：
switch(config)# show running-config | inc
'feature mpls segment-routing'

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

インターフェイス上の MPLS のイネーブル化
セグメントルーティングに使用するインターフェイスに対してMPLSをイネーブルにできます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interfacetype slot/port
3. [no] mpls ip forwarding
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したインターフェイスのインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetype slot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 2   

指定のインターフェイスでMPLSをイネーブルにしま
す。このコマンドのno形式を使用すると、指定のイン
ターフェイスでMPLSがディセーブルになります。

[no] mpls ip forwarding

例：
switch(config-if)# mpls ip forwarding

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

MPLS ラベル割り当ての設定
IPv4ユニキャストアドレスファミリのMPLSラベル割り当てを設定できます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

MPLSセグメントルーティング機能をイネーブルにする必要があります。MPLSセグメントルー
ティングのイネーブル化, （22ページ）を参照してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router bgpautonomous-system-number
3. address-family ipv4 unicast
4. [no] allocate-label {all | route-maproute-map-name}
5. exit
6. neighboripv4-addressremote-asautonomous-system-number
7. address-family ipv4 labeled-unicast
8. （任意） show bgp ipv4 labeled-unicastprefix
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

BGPをイネーブルにして、ローカルBGPスピー
カに AS番号を割り当てます。 AS番号は 16

[no] router bgpautonomous-system-number

例：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

ステップ 2   

ビット整数または 32ビット整数にできます。
上位 16ビット 10進数と下位 16ビット 10進数
による xx.xxという形式です。

BGPプロセスおよび関連する設定を削除するに
は、このコマンドで noオプションを使用しま
す。

IPv4アドレスファミリに対応するグローバル
アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3   

指定したルートマップに一致するルートまたは

このアドレスファミリでアドバタイズされるす

[no] allocate-label {all | route-maproute-map-name}

例：
switch(config-router-af)# allocate-label route-map
map1

ステップ 4   

べてのルートのローカルラベル割り当てを設定

します。

グローバルアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

リモート BGPピアの IPv4アドレスおよび AS
番号を設定します。

neighboripv4-addressremote-asautonomous-system-number

例：
switch(config-router)# neighbor 10.1.1.1 remote-as
64497
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 6   

RFC 3107で指定されているラベル付き IPv4ユ
ニキャストルートをアドバタイズします。

address-family ipv4 labeled-unicast

例：
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4
labeled-unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7   

（任意）

アドバタイズされたラベルインデックスと、指

定した IPv4プレフィックスに選択されている
ローカルラベルを表示します。

show bgp ipv4 labeled-unicastprefix

例：
switch(config-router-neighbor-af)# show bgp ipv4
labeled-unicast 10.10.10.10/32

ステップ 8   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

セグメントルーティンググローバルブロックの設定

セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）には、開始MPLSラベルと終了MPLSラ
ベルを設定できます。

はじめる前に

MPLS機能セットをインストールしてイネーブルにするには、install feature-set mplsおよび
feature-set mplsコマンドを使用します。

MPLSセグメントルーティング機能をイネーブルにする必要があります。MPLSセグメントルー
ティングのイネーブル化, （22ページ）を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] segment-routing mpls
3. [no] global-blockbeginning-labelending-label
4. （任意） show mpls label range
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

セグメントルーティングコンフィギュレーションモードを開

始し、デフォルトの 16000 ~ 23999の SRGBをイネーブルにし
[no] segment-routing mpls

例：
switch(config)# segment-routing mpls
switch(config-segment-routing-mpls)#

ステップ 2   

ます。このコマンドの no形式は、このラベルブロックの割り
当てを解除します。

設定された動的な範囲でデフォルトのSRGBを保持できない場
合、エラーメッセージが表示され、デフォルトのSRGBは割り
当てられません。必要に応じて、次の手順で別のSRGBを設定
できます。

SRGBのMPLSラベル範囲を指定します。 segment-routingmpls
コマンドで設定されたデフォルトのSRGBラベル範囲を変更す
る場合は、このコマンドを使用します。

[no]
global-blockbeginning-labelending-label

例：
switch(config-segment-routing-mpls)#
global-block 10000 25000

ステップ 3   

開始MPLSラベルと終了MPLSラベルに許可される値は、動的
ラベル範囲の最小値と最大値として（mpls label rangeコマンド
を使用して）設定した値の範囲に制限されます。開始ラベル

は、終了ラベル以下の値でなければなりません。

（任意）

設定されている SRGBのラベル範囲を表示します。
show mpls label range

例：
switch(config-segment-routing-mpls)#
show mpls label range

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-segment-routing-mpls)#
copy running-config startup-config

ステップ 5   

ラベルインデックスの設定

networkコマンドと一致するルートのラベルインデックスを設定できます。これにより、ローカ
ルラベルを指定する networkコマンドにルートマップが指定されている場合、set label-indexコ
マンドを含むルートマップで設定されたローカルプレフィックスに対して BGPプレフィックス
SIDがアドバタイズされるようになります。（networkコマンドの詳細については、『CiscoNexus
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9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』の「Configuring Basic BGP」の章を参照し
てください）。

ルートマップが networkコマンド以外のコンテキストで指定されている場合、ルートマップ
のラベルインデックスは無視されます。また、プレフィックスが allocate-label
route-maproute-map-nameコマンドで設定されているかどうかに関わらず、ラベルはルートマッ
プのラベルインデックスを持つプレフィックスに対して割り当てられます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. route-mapmap-name
3. [no] set label-indexindex
4. exit
5. router bgpautonomous-system-number
6. address-family ipv4 unicast
7. networkip-prefix [route-mapmap-name]
8. （任意） show route-map [map-name]
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ルートマップを作成するか、または既存のルートマッ

プに対応するルートマップコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

route-mapmap-name

例：
switch(config)# route-map SRmap
switch(config-route-map)#

ステップ 2   

networkコマンドと一致するルートのラベルインデック
スを設定します。範囲は 0～ 471788です。デフォルト
では、ルートにラベルインデックスは追加されません。

[no] set label-indexindex

例：
switch(config-route-map)# set label-index
10

ステップ 3   

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：
switch(config-route-map)# exit
switch(config)#

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

BGPをイネーブルにして、ローカルBGPスピーカにAS
番号を割り当てます。 AS番号は 16ビット整数または

router bgpautonomous-system-number

例：
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

ステップ 5   

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形式です。

IPv4アドレスファミリに対応するグローバルアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：
switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 6   

ネットワークを、この自律システムに対してローカルに

設定し、BGPルーティングテーブルに追加します。
networkip-prefix [route-mapmap-name]

例：
switch(config-router-af)# network
10.10.10.10/32 route-map SRmap

ステップ 7   

（任意）

ラベルインデックスを含め、ルートマップに関する情

報を表示します。

show route-map [map-name]

例：
switch(config-router-af)# show route-map

ステップ 8   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-router-af)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

セグメントルーティングの設定の確認
セグメントルーティングの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

アドバタイズされたラベルインデックスと、指

定された IPv4プレフィックスに選択されてい
るローカルラベルを表示します。

show bgp ipv4 labeled-unicastprefix

アドバタイズされたラベルインデックスを含

め、BGPパス情報を表示します。
show bgp paths

設定されているSRGBのラベル範囲を表示しま
す。

show mpls label range
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目的コマンド

ラベルインデックスを含め、ルートマップに

関する情報を表示します。

show route-map [map-name]

MPLSセグメントルーティング機能の状態を表
示します。

show running-config | inc 'feature mpls
segment-routing'

以下に、プレフィクスを指定した show bgp ipv4 labeled-unicastコマンドを使用して、アドバタイ
ズされたラベルインデックスと選択されているローカルラベルを表示する例を示します。

switch# show bgp ipv4 labeled-unicast 19.19.19.19/32
BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Label Unicast
BGP routing table entry for 19.19.19.19/32, version 2
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x20c0012) on xmit-list, is in urib, is backup urib route, has label
label af: version 2, (0x100002) on xmit-list
local label: 16010

Advertised path-id 1, Label AF advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path
AS-Path: 19 , path sourced external to AS

60.1.1.19 (metric 0) from 60.1.1.19 (100.100.100.100)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0
Received label 3
Prefix-SID Attribute: Length: 10
Label Index TLV: Length 7, Flags 0x0 Label Index 10

Path-id 1 not advertised to any peer

Label AF advertisement
Path-id 1 not advertised to any peer

セグメントルーティングの設定例
この項の例では、2台のルータ間で共通の BGPプレフィックス SIDの設定を示します。

以下に、BGPスピーカ設定 10.10.10.10/32および 20.20.20.20/32を、それぞれラベルインデックス
10、20でアドバタイズする例を示します。この例では、デフォルトのセグメントルーティング
グローバルブロック（SRGB）である 16000から 23999の範囲を使用します。
hostname s1
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

route-map label-index-10 permit 10
set label-index 10

route-map label-index-20 permit 10
set label-index 20
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vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.1/24
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 10.10.10.10/32

interface loopback2
ip address 20.20.20.20/32

line console
line vty

router bgp 1
address-family ipv4 unicast
network 10.10.10.10/32 route-map label-index-10
network 20.20.20.20/32 route-map label-index-20
allocate-label all

neighbor 10.1.1.2 remote-as 2
address-family ipv4 labeled-unicast

以下に、BGPスピーカから設定を受信する例を示します。
hostname s2
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.97.1
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.2/24
ipv6 address 10:1:1::2/64
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 2.2.2.2/32

line console

line vty

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
allocate-label all

neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 labeled-unicast
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以下に、BGPスピーカからの設定を表示する例を示します。この例では showコマンドによって、
16000から 23999の SRGB範囲内にあるラベル 16010にマップするラベルインデックス 10のプレ
フィックス 10.10.10.10が表示されます。
switch# show bgp ipv4 labeled-unicast 10.10.10.10/32

BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Label Unicast
BGP routing table entry for 10.10.10.10/32, version 7
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x20c001a) on xmit-list, is in urib, is best urib route, is in HW, , has label
label af: version 8, (0x100002) on xmit-list
local label: 16010

Advertised path-id 1, Label AF advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path, no labeled nexthop, in rib
AS-Path: 1 , path sourced external to AS
10.1.1.1 (metric 0) from 10.1.1.1 (10.10.10.10)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0
Received label 0
Prefix-SID Attribute: Length: 10
Label Index TLV: Length 7, Flags 0x0 Label Index 10

Path-id 1 not advertised to any peer
Label AF advertisement
Path-id 1 not advertised to any peer

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series Unicast Routing
Configuration Guide』

BGP
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付録 A
ラベルスイッチングでサポートされている
IETF RFC

この付録では、デバイスでのラベルスイッチングでサポートされている IETFRFCをリストしま
す。

• ラベルスイッチングでサポートされている IETF RFC, 33 ページ

ラベルスイッチングでサポートされている IETF RFC
次の表に、デバイスでのラベルスイッチングでサポートされている IETF RFCをリストします。

タイトルRFC

『Carrying Label Information in BGP-4』RFC 3107
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A

address-family {ipv4 | ipv6} unicast 11
address-family ipv4 labeled-unicast 26
address-family ipv4 unicast 25, 29
allocate-label {all | route-map} 25

C

clear forwarding adjacency mpls stats 16
clear forwarding ipv6 adjacency mpls stats 16
clear forwarding mpls drop-stats 16
clear forwarding mpls stats 16
clear mpls forwarding statistics 16
clear mpls switching label statistics 16

F

feature mpls static 9, 23
feature-set mpls 9

G

global-block 27

I

install feature-set mpls 8

L

local-label 12

M

mpls ip forwarding 11, 24
mpls label range 10
mpls static configuration 11

N

neighbor 26
network 29
next-hop 12
next-hop auto-resolve 12
next-hop backup 12

R

route-map 28

S

segment-routing mpls 27
set label-index 28
show bgp ipv4 labeled-unicast 26, 29
show bgp paths 29
show feature | inc mpls_static 9, 12
show feature-set 9, 12
show forwarding adjacency mpls stats 14
show forwarding ipv6 adjacency mpls stats 14
show forwarding mpls drop-stats 14
show forwarding mpls ecmp 14
show forwarding mpls ecmp module 14
show forwarding mpls ecmp platform 14
show forwarding mpls label 15
show ip route 12
show mpls forwarding statistics 15
show mpls label range 10, 13, 27, 29
show mpls static binding {all | ipv4 | ipv6} 13
show mpls switching 13
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show mpls switching detail 13
show mpls switching labels 15
show route-map 29, 30

show running-config | inc 'feature mpls segment-routing' 23, 30
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